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１ 会議名 第１回長岡市スポーツ施設整備基本構想策定委員会 

２ 開催日時 平成１９年１２月２１日 午前１０時から正午まで 

３ 開催場所 長岡市役所 ６階 第２委員会室 

４ 出席者名 

委員：大橋委員、金澤委員、小林委員、篠田委員、立川委員、西原委

員、丸山委員、矢野委員、山本委員、和田委員 

市側：市民協働部長、スポーツ振興課（野口課長、木元課長補佐、今

井係長、中山係長、井口主事）、オブザーバー（公園緑地課

長、建築住宅課長、㈶長岡市体育協会専務理事）  

５ 欠席者名 高野委員、山田委員 

６ 議題 

（１）基本構想策定趣旨について・・・資料№１ 

（２）市民ニーズ、スポーツ施設の現状・課題等の把握と整理 

   ・・・資料№２ 

（３）施設整備に対する意見交換 

７ 審議結果の概要 

基本構想策定趣旨とスポーツ施設の現状等について説明し、共通の

理解が得られた。また、施設整備に対する意見交換では、２回目以降

の委員会の課題となる意見が多数挙げられた。 

８ 審議の内容 
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○議題（１）基本構想策定趣旨について 

長岡ニュータウン運動公園の予定地は公表されているか。 

国営越後丘陵公園の北側になるが、議会などで公表されている。 

様々な市民がいる中で、この基本構想を策定するうえでどこに重点を置くのか。 

様々な市民のニーズに応えられる施設を整備しなければならないが、その中で何

を優先的に進めていくか、また、必要となるソフトは何なのかなどを含めて検討し

て頂きたい。 

全体的な整備計画の流れは。 

ニュータウンについては平成21年度から整備着手したい。その他の施設整備につ

いては、基本構想の策定の中で検討していきたい。 

○議題（２）市民ニーズ、スポーツ施設の現状・課題等の把握と整理 

アンケート調査の年齢分布どうなっているか。 

年齢的には、20代10％、30代13％、40代18％、50代28％、60代19％、70歳以上が

11％だが、ある程度均等に行われている。 

長岡市の人口動態の予測は。 
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若干下がり傾向であり、高齢者率は上昇する。 

人口動態、年齢分布をふまえ、市としての健康福祉の施策の中に、スポーツ振興

策はどのような位置付けか。 

まだまだ市全体としては、少子化も含め十分に議論されていないが、団塊世代の

退職なども併せて、是非検討の中の視点に入れて頂きたい。 

プロ野球やＪリーグが開催できるような、長岡市のステータスとなるようなスポ

ーツ施設が必要なのか。維持管理にも莫大な費用がかかるが。 

あった方が良いとは思うが、優先度は低いと思われる。タイミングや財源など良

く見極めなければならない。 

トレーニングジムの要望が多いが、ただマシンを設置するだけでなく、管理・指

導する有資格者の設置が必要であると思うが。 

施設整備だけでなく、管理運営やプログラム提供なども視野に入れて検討してい

ただきたい。 

市として、様々なタイプの専門職、有資格者を育成するバックアップをお願いし

たい。 

○議題（３）施設整備に対する意見交換 

スポーツ施設に関する歳出は増加傾向にあるが、歳入は減少していて不合理だと

感じる。 

民間施設の現状把握も必要なのではないか。公共施設の充実が民間を圧迫すると

いうこともある。また、冬場のスポーツ環境の充実についても検討していただきた

い。 

ターゲットを絞込み、その優先順位を検討しなくてはいけないのではないか。 

「スポーツ」の位置付け・捉え方などを検討したい。 

民間を圧迫するという理由でサービスを向上させないというのは理由にならな

い。逆に、どんどんサービスを向上させ、違った意味で民間を圧迫していければよ

い。 

受益者負担という概念を公共施設も考えなくてはいけない。 

行政がスポーツに関わる際に民間をどう見ていくかという、その棲み分けがとて

も大事だと思う。 

転倒による骨折が理由で寝たきりになる高齢者が多い。「スポーツ」の枠を広

げ、「寝たきりの一番少ない市」とかそんな形のものを一つ入れてアピールすると

良いのでは。また、認知症や生活習慣病の予防にも「スポーツ」はとても効果があ

る。 

スポーツによって医療費の負担がどの程度削減されるかは、具体的な数字は出て

いないが、研究結果の裏付けをとりながら、市民にスポーツの有効性を示していく

ことはとても効果的なのでは。 

今日いただいた意見を整理し、次回の委員会に望んでもらいたい。 

９ 会議資料   別添のとおり 

 


